
「
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
と

人
権
を
大
切
に
で
き
る
益
田

市
」
を
め
ざ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

差
別
課
題
解
決
に
向
け
て
、
益

田
市
の
二
〇
公
民
館
単
位
に

設
置
さ
れ
て
い
る
「
各
地
区
人

権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
」

の
委
員
・
事
務
局
を
対
象
に
、

匹
見
会
場
（
一
〇
月
二
九
日
・

三
九
人
参
加
）
及
び
美
都
会
場

（
一
一
月
一
九
日
・
四
〇
人
参

加
）
で
、
『
気
づ
こ
う
！
身
の

周
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課

題
～
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
で
あ
る
た
め
に 

コ
ロ
ナ
差
別
を
考
え
よ
う
～
』

と
題
し
て
、
小
田
川
整
子
講
師

に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
委
員 

の
方
々
か
ら
い
た
だ 

い
た
、
研
修
内
容
に 

つ
い
て
の
感
想
等
は
、 

以
下
の
通
り
で
す
。 

(

一
部
抜
粋)

。
貴
重 

な
ご
意
見
を
い
た
だ 

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ 

禍
で
の
ご
協
力
に
感 

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●
身
近
で
あ
っ
て
、
遠
い
現
実
と
い
う
の

が
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
。
今
回
は
少
し
近
い

と
こ
ろ
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
●
公

民
館
単
位
で
地
区
の
人
た
ち
に
も
こ
の

テ
ー
マ
で
受
講
機
会
を
与
え
て
ほ
し
い
。

●
改
め
て
、
人
権
問
題
を
考
え
る
良
い
き

っ
か
け
に
な
っ
た
。
日
々
心
掛
け
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
っ
た
。
●
人
権
問

題
を
理
解
し
、
住
み
や
す
い
地
域
に
し
て

い
く
た
め
の
学
び
を
深
め
て
い
き
た
い
。

●
他
の
参
加
者
の
考
え
や
意
見
を
し
っ

か
り
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
よ
り
理
解
が

深
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
●
自
分
の
グ

ル
ー
プ
内
で
は
、
コ
ロ
ナ
差
別
に
つ
い

て
、
周
り
に
居
な
い
か
ら
差
別
の
こ
と
を

知
ら
な
い
（
ニ
ュ
ー
ス
等
）
と
い
う
意
見

が
多
く
て
少
し
驚
い
た
。
関
心
を
持
っ
て

知
る
事
が
大
事
だ
と
思
っ
た
。
分
か
ら
な

い
と
い
う
怖
さ
を
皆
で
共
有
で
き
て
協

力
で
き
る
人
で
あ
り
た
い
。
●
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
す
る
も
の
は
タ

イ
ム
リ
ー
で
良
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
流

れ
る
数
字
や
事
柄
だ
け
に
惑
わ
さ
れ
な

い
よ
う
に
冷
静
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
い
つ
ま
で
も
若
く
活
動
さ
れ
て
い
る

先
生
の
お
姿
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

引
用
さ
れ
た
「
か
（
感
謝
）・
き
（
興
味
）・

く
（
工
夫
）・
け
（
健
康
）・
こ
（
貢
献
）」

の
生
き
方
に
も
心
惹
か
れ
、
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。 

 

新型コロナウイルスは、不特定多数の方に感染します。「自分には、関係無い」とは言って 

おられない状況です。感染しても無症状の方もおり、誰が感染者かわからないうちに、更に 

多くの人々に広がっていきます。差別を許さ 

ないというみんなの地域力で、いつ誰（自分） 

が感染者になっても、誹謗や中傷されること 

なく安心して暮らせるよう、一人ひとりが互 

いの人権を尊重し合うことが重要となります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

益田市人権意識調査実施について 

 

５年ごとに改定される「益田市人権・同和問題 

基本計画」策定に係るアンケート調査です。 

益田市在住の無作為に選ばれた方に、人権意識 

調査票をお送りし回答していただきます。 

調査票が届いた方は、ご回答の協力をよろしく 

お願いします。 

〒698-0036 須子町3－1 
ＴＥＬ 31－0412 

ＦＡＸ 31－0414 

益田市人権センターでは、随時

生活相談等を受け付けておりま

す。お困りのことがありました

ら、お気軽にご相談ください。 

また、弁護士や行政書士等によ

る無料相談会（要予約）も開催

しています。詳細は問い合わせ

ください。 



 

タイトル テーマ：内容 時間 

人権は小さな気づきから 
さまざまな人権：子ども・女性・高齢者・障がい者・病気

を患った人等の人権、風評被害・虐待・いじめ問題 
３４分 

恥ずかしいのは どっちだ 

差別する側・される側 

同和問題：部落差別解消推進法の施行後の今、新しい解放

教育を提唱 
２７分 

わっかカフェへ ようこそ 
さまざまな人権：高齢者・外国人の人権や、インターネッ

トによる人権侵害 
３５分 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ご存じですか？             令和２年４月１日施行 

             

                既に、「広報 ますだ」７月号にてお知らせしております 

ので、ご存じの方も多いと思います。「益田市手話言語 

条例」では皆さんのそれぞれの役割を以下の通り定めて 

います。 

              

〈市の責務〉         

  手話に対する理解促進、手話の 

普及に努め、手話による意思疎 

通を円滑に図ることができる環 

境を整備するために必要な施策 

を実施します。 

 

〈市民の皆さんの役割〉 

基本理念についての理解を深め、手話に関する市の施策 

に協力するよう努めていただきます。 

 

〈業者の皆さんの役割〉 

基本理念を踏まえ、市の施策に協力し、従事者に対する 

研修その他必要な措置を講ずるよう努めていただきます。 

 

 

 

 

 

〇
全
て
の
市
民
が
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
、
心
豊
か

に
共
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と 

 

〇
手
話
は
、
ろ
う
者
に
と
っ
て
日
常
生
活
・
社
会
生
活
を

営
む
上
で
重
要
な
独
自
の
言
語
で
あ
る
こ
と 

 
〇
ろ
う
者
が
持
つ
手
話
に
よ
る
意
思
疎
通
を
円
滑
に
図
る

権
利
は
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と 

基 本 理 念 

 

手
話
は 

ろ
う
者
の
生
活
に 

な
く
て
は
な
ら
な
い 

言
語
で
す 

人権センターでは、各種人権課題に応じた啓

発用DVDや書籍を無料で貸出しております。 

コロナ禍ではありますが、各地域にて小グルー

プの会合や、各種サロン等開催時の人権研修に

ご活用ください。 


